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平
成
二
十
年
度
北
辰
会
総
会

は
、
五
月
二
十
五
日
（
日
曜
）

に
小
倉
北
区
の
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ

小
倉
（
九
州
厚
生
年
金
会
館
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
総
会
は
、
当
番
幹
事

と
し
て
昭
和
六
十
年
度
お
よ
び

平
成
九
年
度
の
卒
業
生
が
担
当

し
ま
し
た
。

　

近
年
当
番
幹
事
の
人
員
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
今
年
度
か
ら
卒
業
年
度
順

送
り
の
当
番
幹
事
に
、
そ
れ
ぞ

れ
一
回
り
下
の
卒
業
年
度
の
同

窓
生
が
参
加
す
る
形
を
と
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

当
番
幹
事
に
は
、
初
め
て
の

取
り
組
み
の
な
か
、
準
備
・
運

営
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
同
窓
会
会

員
に
関
す
る
部
分
の
規
約
改
正

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
「
卒
業
時
で
の

北
辰
会
入
会
」
と
し
て
い
た
も

の
を
、「
入
学
時
で
の
北
辰
会

入
会
」に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
目
的
は
、
最
近
納
入
が

減
少
傾
向
に
あ
る
年
会
費
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
在
校
時

か
ら
同
窓
会
活
動
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
卒
業

後
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ

て
の
こ
と
で
す
。
こ
の
提
案
は

討
議
の
上
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
二
十
年

度
新
入
生
か
ら
適
用
さ
れ
、
在

校
生
会
員
は
入
学
時
に
入
会
金

三
〇
〇
〇
円
を
、
そ
し
て
毎
月

五
〇
〇
円
の
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
卒
業
時
ま
で
納
入
さ
れ
た

会
費
は
、
入
学
時
よ
り
十
年
間

分
の
会
費
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

ま
た
中
途
退
学
者
に
つ
い
て
は
、

入
学
時
に
遡
っ
て
全
額
返
還
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
役
員
改

選
で
は
、
長
野
正
景
会
長
ら
の
再

任
を
含
む
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

急
逝
し
た
深
堀
武
俊
氏（
昭

和
三
十
年
電
気
科
卒
）の
後
を

引
き
継
い
だ
山
下
恭
之
役
員
選

考
委
員
長（
昭
和
二
十
九
年
機

会
科
卒
）
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
り
、
来
年（
平
成
二
十
一

年
）は
母
校
創
立
一
一
〇
周
年
記

念
を
迎
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、

ま
た
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
い

ろ
い
ろ
な
対
策
・
事
案
を
推
進

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し

た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
役
人
選
任
の
提
案

は
総
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

会　

長

　

長
野　

正
景
（
再
任
）

　
　
（
昭
和
二
十
九
年
機
械
科
卒
）

副
会
長

　

江
角
智
恵
子
（
再
任
）

　
　
（
昭
和
三
十
八
年
工
化
科
卒
）

　

森　
　

一
政
（
再
任
）

　
　
（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）

　

小
田　

伯
雄
（
新
任
）

　
　
（
昭
和
四
十
四
年
機
械
科
卒
）

　

下
田　

豊
一
（
再
任
）

　
　
（
昭
和
五
十
年
機
械
科
卒
）

　

専
光
寺
広
泰
（
再
任
）

　
　
（
昭
和
五
十
七
年
工
化
科
卒
）

監　

査

　

國
廣　

竹
史
（
新
任
）

　
　
（
昭
和
三
十
四
年
電
気
科
卒
）

　

岡
田　

豊
実
（
再
任
）

　
　
（
昭
和
四
十
一
年
電
気
科
卒
）

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
、

母
校
郷
土
芸
能
部
が
響
か
せ
る

祇
園
太
鼓
の
出
迎
え
を
受
け
て

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
吹
奏
楽

部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が

披
露
さ
れ
、
昔
懐
か
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
場
内
に
流
れ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た
懇
親

会
は
、
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
伴
奏

で
校
歌
斉
唱
の
後
、
万
歳
三
唱

を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

北
辰
会
総
会
報
告

　

九
月
二
十
日
、
昭
和
三
十
四

年
卒
業
の
皆
さ
ん
が
卒
業
五
十

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
全
科

で
記
念
同
期
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
数
六
十
七
名
が
一
堂
に
会

し
、
各
所
で
懐
か
し
い
顔
を
突

き
合
わ
せ
、
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
母
校
へ
の

思
い
を
教
育
振
興
基
金
と
し
て
、

三
十
万
円
の
浄
財
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
活
動
関
係
者
を

激
励
す
る
会

　

北
辰
会
体
育
後
援
会
主
催

の
「
部
活
動
関
係
者
を
激
励
す

る
会
」
が
、
平
成
二
十
年
八
月

二
十
三
日
（
土
曜
）
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
小
倉
（
九
州
厚
生
年
金
会

館
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
催
し
で
は
今
ま
で
「
体

育
部
関
係
者
を
激
励
す
る
会
」

と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今

年
か
ら
文
化
部
関
係
者
も
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
会

の
名
称
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
学
校
側
か
ら
篭
原

校
長
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
部

活
動
支
援
者
ら
五
十
四
名
、
同

窓
会
側
か
ら
は
長
野
会
長
、
役

員
、
事
務
局
、
部
活
動
Ｏ
Ｂ
ら

八
十
八
名
、
合
わ
せ
て
一
四
二

名
の
方
が
参
加
し
た
。

　

森
体
育
後
援
会
長
、
長
野
会

長
、
篭
原
校
長
、
そ
し
て
柴
田

父
母
会
長
の
挨
拶
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
っ
た
後
、
政
徳
参
事
兼
事
務

長
の
乾
杯
で
宴
は
始
ま
っ
た
。

　

談
笑
で
盛
り
上
が
る
な
か
、

部
活
動
の
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
先
生
方
が
壇
上
に
並
び
、
平

野
教
頭
か
ら
紹
介
さ
れ
る
た
び

に
、
出
席
者
か
ら
激
励
の
拍
手

や
言
葉
を
受
け
て
い
た
。

　

宴
の
終
わ
り
は
、
賑
や
か
に

出
席
者
全
員
参
加
の
勝
ち
抜
き

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

だ
。

　

山
下
北
辰
会
相
談
役
の
閉
会

の
挨
拶
の
後
、
出
席
者
の
要
望

に
よ
り
校
歌
を
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

の
指
揮
で
斉
唱
し
、
散
会
と

な
っ
た
。

◎
三
十
四
年
卒
の
皆
さ
ん
、

三
十
七
年
機
械
工
作
科
卒
の
皆

さ
ん
の
熱
い
思
い
を
教
育
塔
銘

板
に
刻
し
、
末
永
く
顕
彰
い
た

し
ま
す
。
母
校
を
訪
れ
ら
れ
た

際
に
は
是
非
教
育
塔
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
百
十
周
年
事
業
後
に
刻
印
す

る
予
定
で
す
）

　

昭
和
三

十
七
年
機

械
工
作
科

卒
業
の
皆

さ
ん
三
十

七
名
が
、

入
学
の
出

会
い
か
ら

五
十
年
と

な
る
に
あ

た
り
、
十

一
月
六
日
、
七
日
一
泊
二
日
の
ク

ラ
ス
会
を
開
催
し
、
思
い
出
多

い
母
校
実
習
工
場
を
見
学
し
ま

卒
業
か
ら
五
十
年

体
育
後
援
会
報
告

し
た
。

　

母
校
へ
の
感
謝
と
熱
い
思
い

を
込
め
て
、
教
育
振
興
基
金
へ

十
一
万
円
の
浄
財
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

当番幹事一同（昭和60年卒業生・平成９年卒業生）

平成
20年度

平成21年度
北辰会総会ご案内

～日時～
平成21年５月24日㈰
15：00より
～場所～

ウェルシティー小倉
（九州厚生年金会館）

第
十
五
回

オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

教
育
振
興
基
金
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

出
会
い
か
ら
五
十
年

　

北
辰
会
小
倉
北
支
部
主
催

の
「
二
〇
〇
八
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
平
成
二
十
年
七

月
十
七
日
（
木
曜
）
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
小
倉
（
九
州
厚
生
年
金
会

館
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
北
辰

会
・
北
支
部
役
員
、
各
支
部

長
、
同
窓
生
、
学
校
長
・
教
師
、

父
母
教
師
会
、
そ
の
他
、
合
わ

せ
て
一
二
六
名
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
こ
の
た
び
は
、
本
校
と
姉

妹
校
提
携
を
結
ん
で
い
る
仁
川

（
イ
ン
チ
ョ
ン
）
機
械
工
業
高

校
か
ら
来
訪
さ
れ
て
い
る
校
長

夫
妻
お
よ
び
教
員
・
同
門
会
関

係
者
も
出
席
さ
れ
た
。
な
お
日

韓
双
方
の
会
話
を
取
り
持
つ
た

め
通
訳
（
日
本
人
女
性
）
も
同

席
し
た
。

　

こ
の
催
し
の
始
め
に
、
小
屋

敷
憲
治
・
北
支
部
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

次
に
長
野
正
景
・
北
辰
会
長

が
挨
拶
し
、
今
回
の
仁
川
機
械

工
業
高
校
と
の
交
流
行
事
に
つ

い
て
、
校
長
夫
妻
、
教
師
、
同

門
会
関
係
者
に
引
率
さ
れ
て
生

徒
三
十
五
名
が
来
校
し
た
こ

と
、
歓
迎
式
典
を
行
っ
た
こ

と
、
今
夜
は
生
徒
た
ち
の
内
、

二
十
名
は
個
別
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
、
残
り
の
十
五
名
は
北
辰

館
三
階
で
合
宿
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
篭
原
裕
明
・
本
校

校
長
が
挨
拶
し
、
出
席
さ
れ
て

い
る
仁
川
機
械
工
業
高
校
の
校

長
夫
妻
ら
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

仁
川
機
械
工
業
高
校
か
ら

は
、
チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
ホ
校
長
が

挨
拶
し
、
学
校
の
内
容
の
素
晴

ら
し
さ
、
そ
し
て
こ
の
場
で
皆

さ
ん
に
お
会
い
し
、
あ
ら
た
め

て
歴
史
の
重
み
を
感
じ
た
と
の

感
想
な
ど
を
語
っ
た
。
引
き
続

い
て
チ
ャ
ン
・
ギ
テ
ク
総
同
門

会
副
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

懇
親
会
は
、
宮
部
順
次
・
前

参
事
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ

た
。

　

宴
た
け
な
わ
と
な
っ
た
と

き
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が

行
わ
れ
、
景
品
の
フ
ル
ー
ツ
が

当
選
者
に
渡
さ
れ
た
。
お
客
さ

ま
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ま
れ

て
い
た
。
余
っ
て
し
ま
っ
た
景

品
の
フ
ル
ー
ツ
は
、
北
辰
館
で

合
宿
中
の
生
徒
た
ち
に
差
し
入

れ
ら
れ
た
。

　

宴
の
終
わ
り
に
近
く
な
っ

て
、
チ
ェ
・
ジ
ョ
ン
ホ
校
長
夫

妻
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
巡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
さ
れ
て
い

た
。

　

懇
親
会
は
、
平
野
孝
幸
・
本

校
教
頭
が
音
頭
を
と
っ
て
、
万

歳
三
唱
し
、
閉
会
し
た
。

小
倉
北
支
部
主
催

２
０
０
８
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

十
一
月
二
十
七
日
（
木
曜
）

第
十
五
回
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
京
都
郡
み
や
こ
町
勝
山

の
「
チ
ェ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

小
倉
南
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
昨
年
の

八
十
六
名
を
は
る
か
に
上
ま
わ

る
一
三
六
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
、
予
報

で
は
午
後
か
ら
雨
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
大
し
た

雨
も
降
ら
ず
、
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
大
会
は
、
母
校
創
立

百
十
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
記
念
事
業
に
花

を
添
え
る
大
会
に
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

友
人
、
知
人
と
も
に
声
を
掛

け
合
い
、
多
く
の
方
々
が
参
加

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

【
優
勝
】

　
男
子　

中
村
祝
之
さ
ん
（
一
般
）

　
女
子　

氏
本
昌
子
さ
ん
（
一
般
）

【
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
】

　

男
子　

中
村
祝
之
さ
ん　

74

　

女
子　

氏
本
昌
子
さ
ん　

90
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▼
「
第
十
六
回
全
国
高
等
学
校

ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
」（
大
阪
）

　
　

二
回
戦
で
惜
敗

　
「
２
０
０
８
白
萩
五
輪
」
と

名
付
け
ら
れ
た
倉
工
体
育
大
会

が
、
平
成
二
十
年
十
月
四
日

（
土
曜
）
母
校
運
動
場
で
開
催

さ
れ
た
。

　

競
技
は
、
機
械
一
組
（
設
備

工
業
三
年
／
機
械
）、
機
械
二

組（
電
子
機
械
）、電
機
一
組（
電

気
）、
電
気
二
組
（
電
子
）、
化

学
一
組
（
工
業
化
学
）
の
五
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

　

な
お
設
備
工
業
三
年
生
の
諸

君
は
、
来
年
三
月
、
設
備
工
業

科
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
、
卒

業
式
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

　

運
動
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ

て
行
わ
れ
た
集
団
演
技
は
、
一

平
成
19
年
度
に
ご
逝
去
さ
れ
た
方
々

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
19
年
５
月
16
日
よ
り
平
成
20
年
５
月
15
日
ま
で
に
連
絡
の
あ
っ
た
方
々
）

旧
職
員 

柳
田　

尊
俊

旧
職
員 

安
枝　
　

晃

旧
職
員 

三
池　

一
男

昭
３
年
機 

堅
山　
　

実

昭
５
年
機 

倉
岡　
　

勝

昭
６
年
機 

谷
頭　

重
禮

昭
８
年
機 

市
川　

偉
平

昭
10
年
機 

菊
池　

典
文

昭
10
年
機 

田
代　
　

稔

昭
10
年
機 

宮
本　

武
彦

昭
10
年
機 

矢
野
萬
寿
男

昭
10
年
電 

清
原　

順
一

昭
10
年
電 

為
西　

昇
吉

昭
10
年
電 

宮
本　

宣
隆

昭
11
年
機 

河
野　

金
男

昭
13
年
機 

有
田　

信
雄

昭
13
年
機 

西
村　

澄
雄

昭
13
年
機 

守
田　
　

孝

昭
14
年
機 

松
尾　

美
利

昭
16
年
機 

本
多　

英
文

昭
17
年
機
本 

栗
秋
不
二
人

　

同
窓
会「
北
辰
会
」が
、
健
全

な
活
動
を
維
持
し
て
い
く
礎
は

年
額
二
千
円
の
北
辰
会
費
で
す
。

　

北
辰
会
事
務
局
は
、
今
後
と

も
会
員
各
位
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
、
母
校
の
発
展
の
た

め
に
努
力
を
重
ね
、
事
務
の
効

率
化
と
経
費
節
減
に
努
め
て
行

く
所
存
で
す
。

　

北
辰
会
の
健
全
な
活
動
の
基

本
で
あ
り
ま
す
「
年
会
費
」
の

納
入
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
母
校
生
徒
の
就
学
、

部
活
動
に
対
す
る
支
援
の
為
の

教
育
振
興
基
金
に
ご
理
解
賜
り

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
併

せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
費
納
入
及
び

教
育
振
興
基
金

納
入
の
お
願
い

平成19年度 北辰会決算書  及び  平成20年度 予算案

費　　目 平成19年４月１日～平成20年３月31日 平成20年度
予　算　額 摘　　要予 算 額 決 算 額 対比増減 摘　　要

収　
　

入

前年度繰越金 692,704 692,704 0 242,774
同 窓 会 費 3,600,000 3,162,900 437,100 1,580件 3,200,000 ＠2,000円×1,600名
新卒者入会金 2,925,000 2,910,000 15,000 194名分 2,865,000 ＠15,000円×191名
新入生入会金 600,000 ＠3,000円×200名
新入生同窓会費 1,200,000 ＠500円×12ヶ月×200名
預 金 利 息 1,500 647  853 普通預金647円 1,000
名簿販売金 112,500 126,000 △13,500 28冊 90,000 ＠4,500円×20冊
雑 収 入 68,296 519,400 △ 451,104 総会寄付500,000円含む 1,226
合 計 7,400,000 7,411,651 △ 11,651 8,200,000

支　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

支部還元金 300,000 254,000 46,000 支部活動支援費 150,000 支部活動支援費
組織対策費 250,000 300,530 △ 50,530 組織対策強化費用 300,000 組織活性化・組織強化費
大名簿編集費 1,000,000 1,000,000 0 名簿積立金 1,000,000 平成23年度改訂積立金
体育後援費 1,000,000 1,000,000 0 部活動支援費用 1,000,000 部活動支援費用
事 務 手 当 800,000 800,000 0 事務局長手当 800,000 事務局長手当
人 件 費 1,300,000 1,372,120 △ 72,120 パート代 1,400,000 事務局パート代・交通費
印 刷 費 100,000 78,809 21,191 印刷機リース代・インク代等 250,000 印刷機リース代・インク代等
会 報 費 1,000,000 431,411 568,589 北辰会報 1,000,000 北辰会報印刷発送
会 議 費 150,000 102,599 47,401 理事評議員会・支部代表者会議 120,000 理事評議員会・支部代表者会議
通 信 費 200,000 222,273 △ 22,273 電話代・領収書葉書代・案内等 250,000 電話代・会議通知送料・領収書葉書代等
旅費交通費 250,000 234,844 15,156 近畿・関東総会出席旅費を含む 300,000 支部総会等出席旅費・事務局交通費
永年勤続表彰費 60,000 60,000 0 2名 30,000 学校職員10年勤続者該当者１名
慶 事 費 150,000 169,370 △ 19,370 支部総会祝儀・葬儀花代等 200,000 各支部総会祝儀等
産業教育振興会費 5,000 5,000 0 1口 5,000 産業教育等協賛費年会費1口
事務用品代 200,000 153,293 46,707 PC購入代・コピー保守料 200,000 事務局事務用品・コピー保守費用
振替手数料 120,000 101,330 18,670 会費振替手数料 180,000 会費振込手数料等
雑 費 50,000 50,298 △ 298 茶葉代等 50,000 茶葉代等
事務局運営費 300,000 203,000 97,000 水道光熱費・家賃・清掃代等 250,000 水道光熱費・事務局清掃代・家賃
予 備 費 135,000 100,000 35,000 技能五輪金一封２名 685,000
北辰会長表彰費 30,000 30,000 0 北辰会長賞生徒記念品代 30,000 北辰会長賞生徒記念品代
寄 附 500,000 △ 500,000 募金へ
合 計 7,400,000 7,168,877 231,123 8,200,000

次 年 度 繰 越 金 242,774 福銀108,792円　現金133,982円

平成19年度　教育振興基金決算書
費　　目 本年度予算額 本年度決算額 差引増減額 備　　　　　考

収　
　

入

前年度繰越金 13,050,725 13,050,725 0 前年度繰越金
同窓会募金 1,400,000 1,130,400 －269,600 19年度寄附、昭和47年卒・化学・橋本隆氏 外690名

寄 付 金 1,500,000 1,071,518 －428,482

オープンゴルフコンペ売上金
二見・池之上・室井
北辰会小倉北支部・朝日新聞社支部
北辰会長野会長・S28年機械科卒宮村氏
S31年電気科卒重吉氏・Ｓ28電気科卒有志
S42年卒同期会・Ｓ29年機械科卒井本氏

雑 収 入 275 19,402 19,127 預金利息
合 計 15,951,000 15,272,045 －678,955

支　
　
　
　

出

特別奨学金費 0 0 0
山田奨学会費 160,200 160,200 0 ＠14,550円×6月×1名（前期）＠12,150円×6月×1名（後期）
科学研究奨学会費 500,000 500,000 0 科学研究奨学会へ

部活動奨励費 500,000 444,360 55,640
ラグビー部用具購入代補助 66,150円
野球部用具購入補助 199,710円
ハンド部用具購入代補助 178,500円

教育研究奨励費 200,000 160,000 40,000
陸上部インターハイ出場補助 30,000円
空手部インターハイ出場補助 80,000円
ハンド部九州大会出場補助 30,000円
空手部全国大会出場補助 20,000円

国際研修費 600,000 0 600,000 国際交流費補助

管 理 費 200,000 205,634 －5,634 振込用紙印刷代・寄付金受領用ハガキ代・振込手数料
事 務 費 300,000 300,000 0 同窓会負担金補助
予 備 費 13,490,800 369,535 13,121,265 校門銘板エッチング、ラグビー部遠征費補助
合 計 15,951,000 2,139,729 13,811,271

収入額15,272,045円－支出額2,139,729円＝13,132,316円（次年度へ繰越し）

平成19年度　北辰会定期総会決算書（昭和59年度卒当番幹事）
費　　目 金　額 摘　　　　　　　要

収　

入

総会会員券 2,230,000 ＠ 5,000 円× 446 枚
広 告 料 2,695,000 ＠ 5,000 円× 539 口
雑 収 入 617,587 祝儀150,000円　イベント収入235,000円　前年度準備金227,587円　その他5,000円
合 計 5,542,587

支　

出

総 会 費 3,071,309 総会飲食費、会場関係費、会場費、アトラクション代、写真代、総会資料及び会員券等印刷代、送料等
当番幹事会議費 573,670 当番幹事会議費及び反省会費
事務局運営費 1,897,608 運営費439,960円　次年度準備金377,374円　同窓会寄付500,000円　会報送料532,245円　雑費他
合 計 5,542,587

差 引 残 高 0

 

▼
「
第
四
回
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
i n
苅
田
」

　
　

本
校
か
ら
２
台
出
場

　

総
合
の
部
（
高
校
・
大
学
・
一
般
）

　
　

一
位
入
賞

　

学
生
の
部

　
　

一
位
・
三
位
入
賞

▼「
08
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
全
国
大
会
」（
大
阪
）

　
　

本
校
か
ら
２
台
出
場

　

93
台
中
十
位
、
十
三
位

　
（
高
校
の
部　

七
位
、
十
位
）

学
校
だ
よ
り

　

教
育
振
興
基
金
の
中
で
海
外

研
修
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

発
足
し
た
平
成
十
五
年
に
実
施

し
て
以
来
、
五
年
振
り
に
在
校

生
二
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

工
業
高
校
校
長
会
主
催
に
よ

る
二
〇
〇
八
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

海
外
研
修
（
七
月
二
十
一
日
〜

八
月
三
日
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
毎

日
、
午
前
中
は
英
語
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
、
午
後
は
学
校
体
験
授
業

に
参
加
す
る
な
ど
、
濃
い
内
容
の

研
修
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
海
外
研
修

に
行
く
こ
と
が
で
き
て
、
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
と
て
も

貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
文
化
の
違
い
や
生

活
習
慣
の
違
い
で
す
。
中
で
も

ご
飯
を
食
べ
る
と
き
に
「
い
た

だ
き
ま
す
」、終
わ
っ
た
ら
「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
と
い
う
挨
拶
が

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
日
本

で
の
挨
拶
を
教
え
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
に
つ
い
て
の
質
問
を

た
く
さ
ん
受
け
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は

と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

高
校
生
の
う
ち
か
ら
海
外
に

行
け
る
人
は
少
な
い
の
に
、
同

昭
17
年
機
本 

平
坂
久
一
郎

昭
20
年
機
１ 

黒
田　

光
夫

昭
22
年
機
３ 

池
田　

重
則

昭
23
年
機
２ 

木
下　

貞
雄

昭
23
年
電
２ 

門
脇　

孝
夫

昭
24
年
機 

福
田　

幸
信

昭
25
年
機 

安
部　

道
昭

昭
27
年
電 

髙
木　

史
郎

昭
28
年
電 

白
石
義
太
郎

昭
28
年
電 

原
田　

健
一

昭
29
年
化 

竹
谷　

敏
行

昭
30
年
機 

田
中　

武
徳

昭
30
年
電 

永
岡　

昭
義

昭
30
年
電 

深
堀　

武
俊

昭
31
年
機 

南　
　

蕣
司

昭
32
年
機 

米
田　

正
男

昭
39
年
電 

原
田　

和
則

昭
42
年
機 

小
泉　

定
美

昭
44
年
機 

竹
内　

泰
史

も
の
づ
く
り
部

体

育

大

会

年
生
全
員
に
よ
る
『
倉
工
体

操
』、
そ
し
て
二
、三
年
生
全
員

に
よ
る
腰
を
低
く
し
て
「
エ
ッ

サ
、
エ
ッ
サ
、
エ
ッ
サ
ッ
サ
」
の

掛
け
声
を
出
し
な
が
ら
行
う
演

技『
エ
ッ
サ
ッ
サ
』の
い
ず
れ
も
、

し
っ
か
り
と
統
制
が
と
れ
て
い

て
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
集
団
行
動
』
で
は
、グ
ル
ー

プ
別
に
四
十
人
の
選
手
が
、
そ

れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ
ー
の
号
令
や
号

笛
に
従
っ
て
、
前
へ
、
後
ろ
へ
、

左
へ
、
右
へ
、
斜
め
へ
、
あ
る

い
は
交
叉
し
た
り
な
ど
、
時
に

は
コ
ミ
カ
ル
な
動
作
も
加
え
な

が
ら
、
整
然
と
し
た
隊
列
行
進

を
行
い
、
日
頃
の
修
練
の
成
果

を
披
露
し
た
。

　

徒
競
走
の
種
目
で
は
、
女
子

選
手
に
配
慮
し
て
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
の
位
置
を
十
六
メ
ー
ト

ル
前
方
に
ず
ら
し
て
設
定
し
た

り
、
カ
ー
ブ
で
は
内
回
り
の

コ
ー
ス
を
設
け
て
走
る
距
離
を

短
く
し
た
り
、
ま
た
ハ
ー
ド
ル

競
走
の
と
き
は
ハ
ー
ド
ル
を
低

く
し
て
い
て
、
男
子
選
手
に
負

け
じ
と
力
走
す
る
彼
女
た
ち
の

姿
が
微
笑
ま
し
く
思
え
た
。

　
『
体
育
部
紹
介
』
の
後
で
行

わ
れ
た『
体
育
部
対
抗
リ
レ
ー
』

で
は
、
予
選
を
通
過
し
た
陸
上

部
を
含
む
七
チ
ー
ム
で
決
勝
を

競
っ
た
。
陸
上
部
は
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
を
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
後

方
に
設
定
さ
れ
て
の
リ
レ
ー
で

あ
っ
た
が
、
バ
ト
ン
を
引
き
継

ぐ
た
び
に
少
し
ず
つ
追
い
上

げ
、
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
接
戦
の

う
え
一
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

　

夕
方
、
日
が
暮
れ
る
と
、
グ

ル
ー
プ
毎
に
製
作
し
た
応
援
看

板
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点

灯
し
、
会
場
を
華
や
か
に
飾
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
設
備
工
業
・
機
械
グ

ル
ー
プ
製
作
の
「
小
倉
城
に
打

ち
上
げ
花
火
」
が
最
優
秀
賞
に

窓
会
の
方
、
お
世
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
は
英
語
が
大
嫌
い
で
し

た
。
日
本
人
だ
か
ら
日
本
語
が

話
せ
た
ら
い
い
な
ど
と
屁
理
屈

を
い
い
、
い
つ
も
英
語
か
ら
逃

げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
は
、
そ
ん
な
私

を
大
き
く
変
え
て
く
れ
ま
し

た
。
異
国
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
英
語
と
触
れ
合
う

こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

き
っ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の

経
験
は
、
私
の
人
生
で
大
き
な

プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
の
方
々
や

先
生
方
、
親
な
ど
多
く
の
人
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
外
研
修
報
告
（
教
育
振
興
基
金
事
業
）

 電気科二年
杉山　洋美

 機械科二年
大森　喬介

と　き　平成21年１月24日（土曜）
 開場13：00　開演13：30
ところ　北九州芸術劇場　大ホール
 （リバーウォーク北九州　６階）
入場料 無料

  小倉工業高校吹奏楽部

第３回定期演奏会

選
ば
れ
た
。
設
備
工
業
三
年
生

の
諸
君
に
は
楽
し
い
思
い
出
と

な
っ
た
の
で
は
と
推
察
す
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
見
せ

場
、
閉
会
式
終
了
後
に
打
ち
上

げ
ら
れ
る
花
火
が
、
観
衆
の
歓

声
の
中
、
盛
大
に
夜
空
を
彩

り
、
大
会
は
閉
幕
し
た
。


